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Ⅰ 調査概要 

１調査目的 

地域福祉計画及び健康づくり計画の改訂にあたり、地域福祉や健康づくりに関する北

広島市の実態や市民の意識等を把握するため実施し、計画策定の基礎資料とした。 

 

２調査項目 

 調査項目 

Ⅰ 回答者属性 

問1 性別 

問2 年齢 

問3 職業 

問4 居住地区 

問5 住居形態 

問6 家族構成 

問7 世帯収入 

地域福祉について 

Ⅱ 生活状況について 

問8 日頃の悩み、苦労、不安・不満 

問9 困ったときの相談相手 

問10 福祉に係る情報源 

問11 近所付き合いの程度 

Ⅲ 地域活動について 

問12 地域活動の参加状況 

問13 主な地域活動への参加状況 

問14 地域住民に手伝ってほしいこと 

問15 地域住民に対しできること 

問16 地域活動の活発化に効果的なもの 

問17 地域活動を進めるうえで必要なこと 

Ⅳ ボランティア活動に

ついて 

問18 ボランティア活動の参加状況 

問19 参加したボランティア活動の内容 

問20 ボランティア活動の啓蒙に必要なこと 

問21 ボランティア活動への参加意向 

問22 ボランティア活動に参加しない理由 

問23 参加してみたいボランティア活動 

Ⅴ 地域福祉に対する考

えについて 

問24 福祉サービス利用で関心のあること 

問25 地域福祉活動の充実のために必要なこと 

問26 地域福祉活動の市民参加の促進に必要なこと 

問27 地域福祉の推進に必要なこと 

問28 地域活動やボランティア活動について 

問29 地域活動やボランティア活動の今後の進め方につい

て 
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Ⅵ 災害時の助け合いに

ついて 

問30 自力で避難できない人への対応 

問31 支援を受ける際に個人情報を提供してもよいところ 

問32 災害時の避難への不安 

Ⅶ 地域福祉へのご意見 問33 地域福祉への意見 

市民の健康づくり、健康増進について 

1 健康状態、健康増進に

ついて 

問1 身長・体重 

問2 健康状態 

問3 健康づくりについて 

問4 一日の食事の回数 

問5 朝食について 

問6 主食・主菜・副菜がそろった食事 

問7 運動の状況 

問8 運動の継続状況 

問9 平均的な1日の歩数 

問10 喫煙状況 

問11 吸っているたばこ製品 

問12 一日に吸うたばこの本数の平均 

問13 今後の喫煙について 

問14 受動喫煙の機会 

問15 飲酒について 

問16 飲酒の量 

問17 お酒の飲み方について 

問18 歯や口の中の悩みや気になること 

問19 残っている歯 

問20 むし歯や歯周病の予防 

問21 この1年間に受診した健診 

2 健康づくりへのご意見 問22 自由意見 

こころの健康づくり、自殺対策計画策定に向けて 

A こころの健康に関する

考えについて 

問1 平均睡眠時間 

問2 睡眠による休養の度合い 

問3 この1ヶ月間のストレス 

問4 ストレスの相談相手 

問5 「うつ病のサイン」への対応 

問6 時間がたつのを待つ理由 

問7 自殺の考え 

問8 相談へのためらい 

問9 自殺を思いとどめた理由 

問10 自殺の相談への対応 

問11 相談窓口の認知度 

B 自殺対策へのご意見 
問12 今後求められる自殺対策 

問13 自由意見 
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３調査対象 

北広島市内にお住まいの18歳以上の方から無作為抽出した1,000名 

 

４調査時期 

令和2年7月10日～7月27日 

 

５調査方法 

アンケート調査票を郵送し、郵送（返信用封筒同封（切手不要））にて回収 

 

６回答状況 

配布数 1,000件 

有効回答数 424件 

有効回答率 42.4％ 
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Ⅱ 調査結果概要 

１回答者属性 

①性別 

・「男性」が47.2％、「女性」が50.7％と女性の割合が少し多くなっている。 

②年齢 

・「70～80歳未満」が最も多く23.1％、次いで「60～70歳未満」が20.3％となっている。 

・前回の調査と比較すると、70歳以上の割合が7.2％上昇している。 

③職業 

・「無職」が最も多く32.1％、次いで「会社員・団体職員」が24.8％となっている。 

・前回と比較すると、有職計が4.2％増加し、無職が2.7％減少している。 

④居住地区 

・「北広島団地地区」が最も多く30.9％、次いで「大曲地区」が26.9％となっている。 

⑤住居形態 

・「一戸建住宅(借家も含む)」が最も多く80.7％、次いで「マンション・アパート」が

11.3％となっている。 

⑥家族構成 

・「夫婦のみ」が最も多く37.5％、次いで「夫婦と子ども」が26.4％となっている。 

⑦世帯収入 

・「200万円以上400万円未満」が最も多く37.5％、次いで「400万円以上600万円未満」が

18.4％となっている。 

年齢 

 

居住地区 

 

 

30歳未満

5.4%

30～40歳未満

7.5%

40～50歳未満

14.9%

50～60歳未満

15.3%

60～70歳未満

20.3%

70～80歳未満

23.1%

80歳以上

13.2%

無回答

0.2%

東部地区

25.9%

西部地区

5.9%

大曲地区

26.9%

西の里地区

10.1%

北広島団地地区

30.9%

無回答

0.2%
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２地域福祉について 

⑴ 生活状況について 

①日頃の悩み、苦労、不安・不満 

・「自分の健康問題」が最も多く41.0％、次いで「家族の暮らし、将来のこと」が37.3％

となっている。 

・前回と比較すると、「自分の健康問題」が4.9％上昇、「地震、水害、火事などの災害」

が17.9％上昇している。 

②困ったときの相談相手 

・「家族」が最も多く80.9％、次いで「友人・知人」が36.3％となっている。 

③福祉に係る情報源 

・「テレビ、ラジオなど」が最も多く48.6％、次いで「市の広報紙」が48.1％となってい

る。 

・前回と比較すると、「インターネット、市のHPで検索」が、15.9％上昇している。 

④近所付き合いの程度 

・「顔が合えばあいさつ程度」が最も多く39.2％、次いで「立ち話をする程度」が24.5％

となっている。 

日頃の悩み、苦労、不安・不満 

 

 

31.6

37.3

34.2

41.0

29.5

8.5

21.9

4.5

19.6

3.1

14.9

3.1

7.8

0.7

10.6

30.9

7.8

2.4

1.2

0 10 20 30 40 50

景気、雇用、収入など経済状態

家族の暮らし、将来のこと

医療費、保険料などの負担のこと

自分の健康問題

家族の健康問題

育児、子どもの教育問題

高齢者介護の問題

障がい者介護の問題

住んでいる住宅の設備、建て付け、老朽化のこと

同居している家族との人間関係

同居していない家族の介護・健康のこと

隣近所との人間関係

職場・勤務に関する問題

恋愛関係の問題

地域の防犯、安全のこと

地震、水害、火事などの災害

特にない

その他

無回答

%
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⑵ 地域活動について 

①地域活動の参加状況 

・「いずれにも参加していない」が最も多く47.9％、次いで「自治会・町内会活動」が

38.2％となっている。 

・前回と比較すると、「いずれにも参加していない」が6.1％上昇している。 

②主な地域活動への参加状況 

・「ときどき参加している」が最も多く30.9％、次いで「年に数回は参加している」が

27.5％となっている。 

③地域住民に手伝ってほしいこと 

・「除雪の手伝い」が最も多く45.3％、次いで「特にない」が28.1％となっている。 

・前回と比較すると、「役所、福祉団体への相談支援」が5.0％上昇している。 

④地域住民に対しできること 

・「道ばたでの声かけ」が最も多く53.8％、次いで「除雪の手伝い」が34.2％となってい

る。 

・前回と比較すると、「除雪の手伝い」が6.0％上昇している。 

⑤地域活動の活発化に効果的なもの 

・「自治会・町内会主催の活動への参加」が最も多く55.4％、次いで「地域を会場とした

地域活動への参加」が34.4％となっている。 

⑥地域活動を進めるうえで必要なこと 

・「地域住民の理解」が最も多く53.8％、次いで「人のつながり、ネットワーク」が46.2％

となっている。 

地域住民に手伝ってほしいこと 

 

12.3

20.5

12.5

12.7

13.7

18.4

45.3

6.8

6.6

19.8

0.9

28.1

4.5

0 10 20 30 40 50

道ばたでの声かけ

買い物や外出の手伝い

訪問しての安否確認

話し相手

身の周りの簡単な世話

(調理、電球の交換、重い物の移動など)

ごみ出し

除雪の手伝い

自治会・町内会、民生委員への取り次ぎ

親類への連絡、取り次ぎ

役所、福祉団体への相談支援

その他

特にない

無回答

%
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地域住民に対しできること 

 

 

53.8

13.0

11.8

22.6

12.0

22.2

34.2

12.0

7.5

11.8

5.4

7.8

15.6

2.1

4.0

1.2

15.1

3.1

0 10 20 30 40 50 60

道ばたでの声かけ

買い物や外出の手伝い

お宅を訪問しての安否確認

話し相手

身の周りの簡単な世話

(調理、電球の交換、重い物の移動など)

ごみ出し

除雪の手伝い

自治会・町内会、民生委員への取り次ぎ

親類への連絡、取り次ぎ

役所、福祉団体への相談支援

非行への注意、監視

地域の防犯パトロール

道路や空地の清掃、美化

危険箇所の調査、撤去

空き地、空き家の監視

その他

特にない

無回答

%
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⑶ ボランティア活動について 

①ボランティア活動の参加状況 

・「活動に参加したことがない」が最も多く71.9％、次いで「以前活動に参加したこと

があるが、現在はしていない」が17.9％となっている。 

②参加したボランティア活動の内容 

・「スポーツ・文化・レクリエーションに関するボランティア」が最も多く34.7％、次い

で「高齢者に対するボランティア」が29.7％となっている。 

・前回と比較すると、「高齢者に対するボランティア」が12.4％上昇している。 

③ボランティア活動の啓蒙に必要なこと 

・「ボランティアとボランティアを必要とする人を結ぶ仕組みを拡充する」が最も多く

44.6％、次いで「ボランティアに経済的負担がかからないように交通費などの実費を

援助する」が32.7％となっている。 

④ボランティア活動への参加意向 

・「あまり参加したいとは思わない」が最も多く30.2％、次いで「わからない」が26.9％

となっている。 

⑤ボランティア活動に参加しない理由 

・「仕事や家事が忙しく時間が取れない」が最も多く46.6％、次いで「健康に自信がな

い」が28.5％となっている。 

⑥参加してみたいボランティア活動 

・「特に参加したいものはない」が最も多く31.1％、次いで「自然や環境保護に関する

ボランティア」が18.9％となっている。 

ボランティア活動の啓蒙に必要なこと 

 

 

 

28.7

32.7

44.6

22.8

26.7

28.7

19.8

29.7

2.0

9.9

0 10 20 30 40 50

学校教育の一環としてボランティア

活動を活発に行う

ボランティアに経済的負担がかからない

ように交通費などの実費を援助する

ボランティアとボランティアを必要と

する人を結ぶ仕組みを拡充する

企業などがボランティア休暇を認める

など特別な配慮をする

ボランティア活動に関する相談や

活動の拠点となる場所を提供する

地域でのボランティア活動を充実する

ボランティアについての普及啓発

(積極的な呼びかけ）を行う

ボランティア活動に関する研修会や講習

会を開催する

その他

無回答

%
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⑷ 地域福祉に対する考えについて 

①福祉サービス利用で関心のあること 

・「高齢者や障がいのある方のための相談体制の充実」が最も多く44.1％、次いで「福

祉サービスに関するさまざまな情報の提供」が42.2％となっている。 

・前回と比較すると、「虐待などの権利侵害が起きないような社会づくり」が5.8％上昇

している。 

②地域福祉活動の充実のために必要なこと 

・「保健・福祉・医療の専門家や事業者の連携や福祉サービスの提供」が最も多く40.3％、

次いで「市民の健康を維持・増進させるための施策の充実」が34.2％となっている。 

③地域福祉活動の市民参加の促進に必要なこと 

・「市民が福祉活動に参加しやすくなるような仕組みづくり」が最も多く47.6％、次い

で「ボランティアに参加したい人とボランティアを必要とする人を結ぶネットワーク

の確保」が36.3％となっている。 

④地域福祉の推進に必要なこと 

・「利用しやすい、利用できる福祉サービスの充実」が最も多く71.5％、次いで「誰もが

くらしやすいまちづくりのための公共施設のバリアフリー化」が26.7％となってい

る。 

⑤地域活動やボランティア活動について感じていること 

・「わからない」が最も多く42.5％、次いで「ふつう」が18.2％となっている。 

⑥地域活動やボランティア活動の今後の進め方について 

・「わからない」が最も多く49.5％、次いで「いままでどおり」が17.9％となっている。 

地域福祉活動の市民参加の促進に必要なこと 

 

 

 

19.3

47.6

36.3

20.5

11.6

27.1

16.3

23.3

1.9

17.5

5.2

0 10 20 30 40 50 60

ボランティア活動に参加する市民や団体の増加

市民が福祉活動に参加しやすく

なるような仕組みづくり

ボランティアに参加したい人とボランティアを

必要とする人を結ぶネットワークの確保

小学校、中学校での福祉学習の推進

社会福祉協議会と連携した福祉活動の推進

自治会・町内会と連携した福祉活動の推進

地域の自主的な福祉活動の

拠点となる組織や場の確保

「身近な課題は、自分達の問題」という

地域住民の認識の共有

その他

わからない

無回答

%
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⑸ 災害時の助け合いについて 

①自力で避難できない人への対応 

・「自発的に手助けする、手助けしてもいい」が最も多く41.5％、次いで「手助けできな

い、手助けしない」が23.8％となっている。 

②支援を受ける際に個人情報を提供してもよいところ 

・「市役所」が最も多く76.2％、次いで「警察」が48.1％となっている。 

③災害時の避難への不安 

・「災害の情報が入手できるか」が最も多く38.7％、次いで「家族との連絡がつくか」が

38.4％となっている。 

支援を受ける際に個人情報を提供してもよいところ 

 

災害時の避難への不安 

 

76.2

45.8

48.1

15.1

10.4

9.2

7.8

37.7

1.9

7.5

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

市役所

消防

警察

民生委員

社会福祉協議会

地区社会福祉委員会(福祉委員)

自主防災組織

自治会・町内会

提供する考えはない

わからない

無回答

%

12.3

30.7

18.6

38.4

18.9

38.7

15.8

7.5

13.2

3.8

0 10 20 30 40 50

避難場所が分かりにくい

避難場所の広さは十分か

避難場所までの道路状況

家族との連絡がつくか

高齢者、障がい者、妊婦、乳幼児がいるので

がスムーズに出来るか心配

災害の情報が入手できるか

知人の安否情報が入手できるか

その他

特にない

無回答

%
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⑹ 地域福祉への意見 

〇自由意見 

・地域福祉に関する意見としては、「近所の人とお話がしたい」といった「近所同士の

連携」に関する意見や、「地域の高齢化がますます進み、日常的なごみ出しにも苦労

している」といった「高齢化への対応」に関する意見、「地域福祉の情報をHPの方にも

う少し分かりやすく記載してほしい」といった「地域福祉の情報提供」に関する要望

等があげられた。 

 

３市民の健康づくり、健康増進 

⑴ 健康状態、健康増進について 

① 身長・体重［BMI（体格指数）］ 

・「ふつう」が最も多く60.4％、次いで「肥満」が25.2％となっている。 

②日頃の健康状態 

・「ふつう」が最も多く37.3％、次いで「まあまあ健康」が33.7％となっている。 

③健康づくりについて 

・「ふつうに実践していると思う」が最も多く49.5％、次いで「あまり取り組んでいな

いと思う」が27.8％となっている。 

④一日の食事の回数 

・「ほぼ決まった時間に3回食べている」が最も多く66.5％、次いで「3回食べているが

時間は不規則」が12.0％となっている。 

⑤朝食について 

・「ほとんど毎日食べる」が最も多く83.0％、次いで「ほとんど食べない」が7.1％とな

っている。 

⑥主食・主菜・副菜がそろった食事 

・「一日2回」が最も多く39.6％、次いで「一日3回」が32.3％となっている。 

⑦運動の状況 

・「ほとんどしていない」が最も多く35.4％、次いで「週に3回以上している」が28.1％

となっている。 

⑧週2回以上かつ1回30分以上の運動の継続状況 

・「続けている」が多く67.6％、次いで「続けていない」が31.5％となっている。 

⑨平均的な1日の歩数 

・「4,000歩未満」が最も多く34.7％、次いで「4,000～6,000歩」が25.2％となっている。 

⑩喫煙状況 

・「吸わない」が最も多く72.2％、次いで「毎日吸っている」が15.6％となっている。 

⑪吸っているたばこの製品 

・「紙巻たばこ」が最も多く65.7％、次いで「加熱式たばこ」が31.3％となっている。 

⑫一日に吸うたばこの本数の平均 

・「10～19本」が最も多く52.3％、次いで「1～9本」が29.5％となっている。 
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⑬今後の喫煙 

・「そのうちやめたい」が最も多く38.8％、次いで「やめることは考えていない」が31.3％

となっている。 

⑭受動喫煙の機会 

・「ほぼ毎日」では「家庭」が最も多く4.1％、次いで「職場」が1.7％となっている。 

・「月に1回程度」では「路上」が最も多く8.7％、次いで「飲食店」が5.5％となってい

る。 

⑮飲酒について 

・「飲まない・やめた」が最も多く36.6％、次いで「たまに飲む」が24.5％となってい

る。 

⑯飲酒の量 

・「1合未満」が最も多く46.9％、次いで「1～2合未満」が29.0％となっている。 

⑰お酒の飲み方について 

・「このままでよいと思っている」が最も多く77.2％、次いで「量を減らしたいと思っ

ている」が10.8％となっている。 

⑱歯や口の中の悩みや気になること 

・「特になし」が最も多く30.2％、次いで「ものがはさまる」が29.5％となっている。 

⑲残っている歯 

・「32～28本」が最も多く27.1％、次いで「19～1本」が24.8％となっている。 

⑳むし歯や歯周病の予防のために気をつけていること 

・「歯磨きや入れ歯の手入れをする」が最も多く60.1％、次いで「症状があれば早めに

受診する」が46.2％となっている。 

㉑この1年間に受診した健診 

・「健康診断(血液検査、血圧測定、尿検査、身長・体重測定などの人間ドックや特定健

診など)」が最も多く67.0％、次いで「歯科健診」が21.9％となっている。 

主食・主菜・副菜がそろった食事 

 

平均的な1日の歩数 

 

 

  

一日3回

32.3%

一日2回

39.6%

一日1回

21.9%

ほとんどない

3.1%

その他

0.5%
無回答

2.6%

4,000歩未満

34.7%

4,000～6,000歩

25.2%6,000～7,000歩

10.8%

7,000～8,500歩

4.0%

8,500～9,000歩

2.1%

9,000歩以上

6.8%

わからない

11.8%

無回答

4.5%
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受動喫煙の機会 

 

 

⑵ 健康づくりへの意見 

○自由意見 

・健康づくりに関する意見としては、「週4日程度の散歩を実施している」といった「健

康づくりの取組内容」や、「どの年齢でも参加しやすい行事等が各地域にあると参加

しやすい」といった「イベント」に関する要望、「大曲末広団地は公園が少ないので、

もっと増やしてもらえるとありがたい」といった施設に関する要望等があげられた。 

 

  

4.1

1.7

0.3

1.2

2.9

2.6

0.9

0.6

0.9

2.9

0.3

1.2
1.7

1.5

0.9

0.3

3.2

1.2

1.5

4.1

0.3

5.5

0.9

0.6

1.2

1.7

8.7

1.7

63.6

39.7

18.1

35.9

16.3

35.3

51.0

39.7

51.3

38.8

20.4

44.9

27.7

50.1

35.3

20.1

28.3

6.1

27.1

26.8

29.7

36.7

28.6

31.2

28.9

27.7

28.9

26.5

30.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

家庭

職場

学校

飲食店

遊技場

行政機関

医療機関

公共交通機関

路上

子どもが利用する屋外の空間

％

ほぼ毎日 週に数回程度 週に1回程度 月に1回程度 全くなかった 行かなかった 無回答
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４こころの健康づくり、自殺対策計画策定に向けて 

⑴ こころの健康に関する考えについて 

①平均睡眠時間 

・「5～6時間」が最も多く45.5％、次いで「7～8時間」が40.8％となっている。 

②睡眠による休養の度合い 

・「まあまあとれている」が最も多く57.1％、次いで「十分とれている」が19.8％となっ

ている。 

③この1か月間のストレス 

・「多少ある」が最も多く50.0％、次いで「あまりない」が24.3％となっている。 

④ストレスの相談相手 

・「家族」が最も多く66.5％、次いで「知人・友人」が36.3％となっている。 

⑤「うつ病のサイン」への対応 

・「医療機関に受診する」が最も多く39.4％、次いで「家族や知人に相談する」が28.1％

となっている。 

⑥時間がたつのを待つ理由 

・「相談をしても根本的な解決にはつながらない」が最も多く40.4％、次いで「精神的

な悩みを話すことに抵抗がある」が30.8％となっている。 

⑦自殺の考え 

・「ない」が多く81.6％、次いで「ある」が12.7％となっている。 

⑧相談へのためらい 

・「感じた」が最も多く48.1％、次いで「どちらかというと感じなかった」が14.8％とな

っている。 

⑨自殺を思いとどめた理由 

・「家族や大切な人のことが頭に浮かんだ」が最も多く46.3％、次いで「時間の経過と

ともに忘れた」が33.3％となっている。 

⑩自殺の相談への対応 

・「耳を傾けてじっくりと話を聞く」が最も多く66.7％、次いで「解決策を一緒に考え

る」が42.2％となっている。 

⑪相談窓口の認知度 

・「知っている」が最も多いのは「北広島市高齢者・障がい者相談担当」の46.0％、次い

で「北広島市健康推進課」の42.9％となっている。 

・「知らない」が最も多いのは「よりそいホットライン」の83.7％、次いで「北海道ひき

こもり青年相談センター」の80.7％となっている。 
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相談窓口の認知度 

 

 

⑵ 自殺対策への意見 

①今後求められる自殺対策 

・「気軽に相談できる場所(電話相談等)の充実」が最も多く59.7％、次いで「高齢者の

孤立を防ぐ対策」が48.6％となっている。 

○自由意見 

・こころの健康や自殺対策・予防に関する意見としては、「学校、職場等に専門家を置

くべき」といった「相談できる人・場所」に関する意見や、「伸び伸びと過ごせる町づ

くりが良い」といった「環境整備」に関する意見、「産まれてから生きている価値が

ある、生きている意味があると感じて育てられる環境であること」といった「教育」

に関する意見があげられた。 

 

 

  

30.7

42.9

46.0

25.2

16.5

10.1

40.6

42.2

30.2

6.6

20.8

61.6

49.3

47.4

66.3

74.8

80.7

52.8

49.3

60.4

83.7

70.3

7.8

7.8

6.6

8.5

8.7

9.2

6.6

8.5

9.4

9.7

9.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

北広島市子ども家庭課

北広島市健康推進課

北広島市高齢者・障がい者相談担当

千歳保健所

北海道立精神保健福祉センター

北海道ひきこもり青年相談センター

北広島市社会福祉協議会.

北海道いのちの電話

自殺予防 いのちの電話

よりそいホットライン

きたひろしま暮らしサポートセンターぽると

％

知っている 知らない 無回答
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今後求められる自殺対策 

 

 

 

 

59.7

42.0

48.6

42.9

30.0

20.8

37.0

16.7

24.8

19.6

15.8

15.8

1.7

7.8

5.0

0 10 20 30 40 50 60 70

気軽に相談できる場所(電話相談等)の充実

学校での「いのちの教育」

高齢者の孤立を防ぐ対策

生活困窮者への支援

勤労に関する支援(就労支援、過重労働相談等)

自殺対策やこころの健康に関する普及啓発

精神科の受診をしやすくする

教師、職場の上司等の相談に応じる人への研修

かかりつけ医や診療所のかかわり

職場でのこころの健康づくりの推進

債務(借金返済)相談の充実

自殺未遂者への支援

その他

わからない

無回答

%


